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1 はじめに
ICT化が進んだ現代では，教育やビジネスにおいて
デジタル機器が使用されている．しかし，デジタル機器
より手書きに高い学習効果が確認されている [1]．
また，学習成績に影響を与える要因として，学習した
ときと同じ文脈が再現されると記憶が想起しやすくな
るという文脈依存性があることが知られている [2]．
学習におけるこの文脈依存効果を考えると，手書き入
力やキーボード入力においても学習時とテスト時の学
習方法の組み合わせが学習効果に影響を与えると考え
られる．しかし，学習とテストそれぞれにおいて手書き
入力とキーボード入力を用いた研究は行われていない．
そのため，本研究では学習とテストそれぞれにおいて

「手書き入力」と「キーボード入力」を行った．そして，
その組み合わせによる記憶成績の比較をした．
2 実験方法
健康な情報系の大学生 24名が本実験に参加した．
まず被験者に文章を提示し，文章をそのまま写し書き
させた．1分待機させた後，文章の穴埋めテストを行っ
た．写し書きは紙に書く「手書き入力」と PC のキー
ボードでWordに打ち込む「キーボード入力」の 2通
りとした．テストにおいても同様の 2通りとした．被
験者には写し書きとテストを 4通りの組み合わせで行
わせた．写し書きとテストそれぞれの「手書き入力」と
「キーボード入力」の順番は全員異なり，カウンターバ
ランスをとった．
3 実験結果
繰り返しのある二元配置分散分析 (写し書き×テスト)

を行った結果，写し書き要因に有意差 (p=0.0071)，お
よび交互作用に有意差 (p=0.041)がみられた) (図 1)．
そこで，単純主効果検定を行った結果，「手書き入力」
でテストをしたとき，写し書きの入力方法で成績に有意
な差がみられた (p=0.0010) (図 2).

図 1　各組合せにおける成績

写し書き方法とテスト方法が一致している「環境一
致」条件と，一致していない「環境不一致」条件におい
て，対応のある t検定を行った結果，有意差がみられた
(p=0.041) (図 3)．

図 2　テストが「手書き入
力」の成績

図 3　環境一致と環境不一致
の成績

4 考察
先行研究 [3]では，PCやタブレットなどのデジタル

機器を用いる学習より手書きによる学習に優位性がみら
れた．また，本実験では，テストが手書き入力のとき，
写し書きがキーボード入力より手書き入力の方が高い
成績となったため，学習においては手書きであることが
望ましいと考えられる．
写し書きおよびテストの間の交互作用がみられたこ

とや，環境一致条件では高成績，環境不一致条件では低
成績という結果は，文脈依存効果が発揮されたためと考
えられる．本実験では，写し書き方法の違いで文脈依存
効果がみられたため，文脈依存効果は入力方法でも生じ
ると考えられる．
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